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ブタジエンテロメリゼーションは、パラジウム触媒の作用によりブタジエンが求核剤と共に鎖

状二量化するユニークな反応である。得られるテロマーは三官能性化合物であり、有用な出発原

料となり得ることから、辻二郎らを始めとして多くの研究が成されていた。1) 

本反応はパラジウム－ホスフィン錯体という高価な貴金属錯体を用いることから、工業的な観

点から見ると触媒技術の抜本的な見直しが必要となる。当社では「ブタジエン誘導体事業の創出」

を企図して、1980年代からブタジエンと水分子とのテロメリゼーションに関する研究を開始した。

その成果として、ホスホニウム塩配位子から成る新触媒系と新触媒分離法を開発し、ブタジエン

を原料とする 1-オクタノール製造プロセスを世界で初めて実用化した。2) 

さらに「ブタジエン誘導体事業の拡大」を狙い、中間体である 2,7-オクタジエン-1-オールのポ

リマー原料としての研究開発に着手した。この不飽和アルコールは上記のように三官能性化合物

であり、全ての官能基を活用して炭素数９個の両末端官能性化合物（すなわちポリマー原料）に

導くことができる。中でも、ノナンジアミンとテレフタル酸とのポリアミド樹脂 PA9T は、新た

な耐熱性エンジニアリングプラスチックとしてのポテンシャルが高いことが判明した。そこで、

全社的な研究開発体制を取り、ノナンジアミン製造技術、PA9T 樹脂製造技術、コンパウンド技術

および成形技術を全て自前で開発し、1999 年から本ポリアミド樹脂＜ジェネスタ＞の工業生産を

開始した。その後の事業拡大により、現在では年１万トン超の樹脂生産能力を有している。 

ポスターでは、ブタジエンテロメリゼーションに始まるノナンジアミン製造プロセスの触媒技

術群を中心に発表する。なお、本技術群については、平成 3 年度日本化学会・化学技術賞および

平成 16 年度触媒学会・学会賞（技術部門）を授与されている。 
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